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　 Ｃ ２ ５ Ｄ 2 1 / 1 2 　 　 　 Ｊ 　 　 　
　 Ｈ ０ ５ Ｋ 1 / 0 2 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 8 月 5 日 ( 2 0 2 2 . 8 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス フ ィ ル ム と 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 表 面 に 配 置 さ れ る 複 数 の 配 線 と を 備 え る フ レ  
キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 で あ っ て 、
　 上 記 配 線 は 、 上 記 配 線 の 長 手 方 向 に 沿 っ た 先 端 面 及 び 上 記 長 手 方 向 に 沿 っ た ２ つ の 側 面  
を 有 し 、 上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
　 上 記 配 線 の 平 均 高 さ が ４ ０ μ ｍ 以 上 １ ２ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
　 上 記 配 線 の 平 均 間 隔 が １ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 先 端 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ に 記  
載 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 配 線 の 平 均 線 幅 が ５ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の フ  
レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 配 線 の 平 均 高 さ が ４ ０ μ ｍ 以 上 ６ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 又 は 請 求 項  
３ に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 配 線 の 幅 は 、 上 記 長 手 方 向 に 垂 直 な 断 面 に お い て 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 上 記 表 面  
か ら 上 記 先 端 面 に 向 け て 大 き く な る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ レ キ  
シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ６ 】
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　 上 記 配 線 は 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 上 記 表 面 に 積 層 さ れ る 第 １ 導 電 性 下 地 層 と 、 上 記 第  
１ 導 電 性 下 地 層 に お け る 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム と は 反 対 の 表 面 に 積 層 さ れ る 第 １ め っ き 層 と  
、 上 記 第 １ 導 電 性 下 地 層 の 両 側 面 及 び 上 記 第 １ め っ き 層 の 第 １ 導 電 性 下 地 層 と は 反 対 の 側  
の 表 面 及 び 両 側 面 を 覆 う よ う に 積 層 さ れ る 第 ２ め っ き 層 を 含 み 、
　 上 記 第 ２ め っ き 層 の 先 端 面 と 側 面 が そ れ ぞ れ 上 記 配 線 の 上 記 先 端 面 と 上 記 側 面 に 相 当 す  
る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 記 第 １ め っ き 層 の 側 面 に 垂 直 方 向 の 上 記 第 ２ め っ き 層 の 厚 み が 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム  
の 上 記 表 面 と 上 記 第 ２ め っ き 層 と の 接 触 面 か ら 先 端 面 に 向 け て 大 き く な る 請 求 項 ６ に 記 載  
の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ８ 】
　 上 記 配 線 は 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 上 記 表 面 に 積 層 さ れ る 第 ２ 導 電 性 下 地 層 と 、 上 記 第
２ 導 電 性 下 地 層 に お け る 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム と は 反 対 の 表 面 に 積 層 さ れ る 第 ３ め っ き 層 を  
含 み 、 上 記 第 ３ め っ き 層 の 先 端 面 が 上 記 配 線 の 上 記 先 端 面 に 相 当 し 、 上 記 第 ２ 導 電 性 下 地  
層 の 側 面 及 び 上 記 第 ３ め っ き 層 の 側 面 が 上 記 配 線 の 上 記 側 面 に 相 当 す る 請 求 項 １ か ら 請 求  
項 ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ベ ー ス フ ィ ル ム と 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 表 面 に 配 置 さ れ る 複 数 の 配 線 と を 備 え る フ レ  
キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 上 記 配 線 は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 先 端 面 及 び 上 記 長 手 方 向 に 沿 っ た ２ つ の 側 面 を 有 し  
、
上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
　 上 記 配 線 の 平 均 高 さ が ４ ０ μ ｍ 以 上 １ ２ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
　 上 記 配 線 の 平 均 間 隔 が １ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、
　 表 面 に 導 電 性 下 地 層 が 積 層 さ れ た ベ ー ス フ ィ ル ム を 準 備 し 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン を 用 い て  
第 １ め っ き 液 中 に て 上 記 導 電 性 下 地 層 上 に 電 気 め っ き す る こ と に よ り 第 １ め っ き 層 を 形 成  
す る 第 １ め っ き 工 程 と 、
　 上 記 レ ジ ス ト パ タ ー ン 及 び 上 記 導 電 性 下 地 層 に お け る 上 記 第 １ め っ き 層 の 非 積 層 領 域 を  
除 去 す る 工 程 と 、
　 上 記 除 去 す る 工 程 の 後 、 第 ２ め っ き 液 中 に て 上 記 第 １ め っ き 層 に 電 気 め っ き す る こ と に  
よ り 、 第 ２ め っ き 層 を 形 成 す る 第 ２ め っ き 工 程 と
　 を 備 え 、
　 上 記 第 ２ め っ き 液 が 、 ２ ５ ０ ０ 以 上 ８ ０ ０ ０ 以 下 の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ポ リ エ チ レ ン  
グ リ コ ー ル を 含 有 し 、
　 上 記 第 ２ め っ き 工 程 で は 、 上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ  
以 下 と な る よ う に 上 記 電 気 め っ き の 電 流 密 度 を 調 整 す る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製  
造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 上 記 第 ２ め っ き 工 程 で は 、 上 記 電 流 密 度 を ２ 段 階 で 調 整 す る 請 求 項 ９ に 記 載 の フ レ キ シ  
ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 別 の 態 様 に 係 る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 は 、 ベ ー ス フ ィ ル ム と  
、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 表 面 に 配 置 さ れ る 複 数 の 配 線 と を 備 え る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配  
線 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 配 線 は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 先 端 面 及 び 上 記 長 手 方 向 に  
沿 っ た ２ つ の 側 面 を 有 し 、 上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以  
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下 で あ り 、 上 記 配 線 の 平 均 高 さ が ４ ０ μ ｍ 以 上 １ ２ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 上 記 配 線 の 平 均 間  
隔 が １ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 表 面 に 導 電 性 下 地 層 が 積 層 さ れ た ベ ー ス フ ィ ル ム を  
準 備 し 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン を 用 い て 第 １ め っ き 液 中 に て 上 記 導 電 性 下 地 層 上 に 電 気 め っ き  
す る こ と に よ り 第 １ め っ き 層 を 形 成 す る 第 １ め っ き 工 程 と 、 上 記 レ ジ ス ト パ タ ー ン 及 び 上  
記 導 電 性 下 地 層 に お け る 上 記 第 １ め っ き 層 の 非 積 層 領 域 を 除 去 す る 工 程 と 、 上 記 除 去 す る  
工 程 の 後 、 第 ２ め っ き 液 中 に て 上 記 第 １ め っ き 層 に 電 気 め っ き す る こ と に よ り 、 第 ２ め っ  
き 層 を 形 成 す る 第 ２ め っ き 工 程 と を 備 え 、 上 記 第 ２ め っ き 液 が 、 ２ ５ ０ ０ 以 上 ８ ０ ０ ０ 以  
下 の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル を 含 有 し 、 上 記 第 ２ め っ き 工 程 で は 、  
上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以 下 と な る よ う に 上 記 電 気 め  
っ き の 電 流 密 度 を 調 整 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 第 一 実 施 形 態 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 図 １ の Ａ Ａ 線 の 模 式 的 端 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 的  
端 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 的  
端 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ２ の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 模 式 的  
端 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 第 三 実 施 形 態 の フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 を 示 す 模 式 的 端 面 図 で あ る  
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 配 線 は 、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 上 記 表 面 に 積 層 さ れ る 第 ２ 導 電 性 下 地 層 と 、 上 記 第  
２ 導 電 性 下 地 層 に お け る 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム と は 反 対 の 表 面 に 積 層 さ れ る 第 ３ め っ き 層 を  
含 み 、 上 記 第 ３ め っ き 層 の 先 端 面 が 上 記 配 線 の 上 記 先 端 面 に 相 当 し 、 上 記 第 ２ 導 電 性 下 地  
層 の 側 面 及 び 上 記 第 ３ め っ き 層 の 側 面 が 上 記 配 線 の 上 記 側 面 に 相 当 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 開 示 の 別 の 態 様 に 係 る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 の 製 造 方 法 は 、 ベ ー ス フ ィ ル ム と  
、 上 記 ベ ー ス フ ィ ル ム の 表 面 に 配 置 さ れ る 複 数 の 配 線 と を 備 え る フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配  
線 板 の 製 造 方 法 で あ っ て 、 上 記 配 線 は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ た 先 端 面 及 び 上 記 長 手 方 向 に  
沿 っ た ２ つ の 側 面 を 有 し 、 上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以  
下 で あ り 、 上 記 配 線 の 平 均 高 さ が ４ ０ μ ｍ 以 上 １ ２ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 上 記 配 線 の 平 均 間  
隔 が １ μ ｍ 以 上 ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ り 、 表 面 に 導 電 性 下 地 層 が 積 層 さ れ た ベ ー ス フ ィ ル ム を  
準 備 し 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン を 用 い て 第 １ め っ き 液 中 に て 上 記 導 電 性 下 地 層 上 に 電 気 め っ き  
す る こ と に よ り 第 １ め っ き 層 を 形 成 す る 第 １ め っ き 工 程 と 、 上 記 レ ジ ス ト パ タ ー ン 及 び 上  
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記 導 電 性 下 地 層 に お け る 上 記 第 １ め っ き 層 の 非 積 層 領 域 を 除 去 す る 工 程 と 、 上 記 除 去 す る  
工 程 の 後 、 第 ２ め っ き 液 中 に て 上 記 第 １ め っ き 層 に 電 気 め っ き す る こ と に よ り 、 第 ２ め っ  
き 層 を 形 成 す る 第 ２ め っ き 工 程 と を 備 え 、 上 記 第 ２ め っ き 液 が 、 ２ ５ ０ ０ 以 上 ８ ０ ０ ０ 以  
下 の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル を 含 有 し 、 上 記 第 ２ め っ き 工 程 で は 、  
上 記 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 以 上 ２ ． ０ μ ｍ 以 下 と な る よ う に 上 記 電 気 め  
っ き の 電 流 密 度 を 調 整 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 「 側 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ 」 と は 、 各 配 線 に お け る 各 側 面 全 体 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ を 意  
味 す る 。 「 先 端 面 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ 」 と は 、 各 配 線 に お け る 先 端 面 全 体 の 算 術 平 均 粗 さ  
Ｒ ａ を 意 味 す る 。 こ こ で い う 「 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ 」 と は 、 配 線 の 側 面 又 は 先 端 面 に お け る  
任 意 の ５ 箇 所 の 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ を 測 定 し 、 こ れ の 平 均 値 を い う 。 任 意 の ５ 箇 所 の 各 算 術  
平 均 粗 さ Ｒ ａ と は 、 各 箇 所 に お い て 、 粗 さ 曲 線 か ら そ の 平 均 線 の 方 向 に 位 置 ０ か ら 位 置 Ｌ  
ま で 基 準 長 さ （ Ｌ ） だ け を 抜 き 取 り 、 こ の 抜 取 り 部 分 の 平 均 線 の 方 向 に Ｘ 軸 を 、 縦 倍 率 の  
方 向 に Ｙ 軸 を 取 り 、 粗 さ 曲 線 を ｙ ＝ ｆ （ ｘ ） で 表 し た と き に 、 下 記 式 （ １ ） に よ っ て 求 め  
ら れ る 値 を マ イ ク ロ メ ー ト ル （ μ ｍ ） で 表 し た も の を 意 味 す る 。 具 体 的 な 測 定 方 法 は 実 施  
例 で 説 明 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ め っ き 層 ２ ７ を 形 成 す る た め の 第 ２ 金 属 材 料 と し て は 、 第 １ 金 属 材 料 と 同 様 、 例 え  
ば 銅 、 ニ ッ ケ ル 、 金 、 銀 、 白 金 等 を 用 い る こ と が で き 、 中 で も 比 較 的 安 価 で 導 電 性 に 優 れ  
る 銅 や 比 較 的 安 価 で 耐 食 性 に 優 れ る ニ ッ ケ ル が 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 フ レ キ シ ブ ル プ リ ン ト 配 線 板 １ ０ の 製 造 方 法 は 、 表 面 に 導 電 性 下 地 層 Ｍ が 積 層 さ れ た ベ  
ー ス フ ィ ル ム ３ を 準 備 し 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン Ｒ １ を 用 い 、 第 １ め っ き 液 中 に て ベ ー ス フ ィ  
ル ム ３ 上 の 導 電 性 下 地 層 Ｍ 上 に 電 気 め っ き す る こ と に よ り 、 第 １ め っ き 層 ２ ５ を 形 成 す る  
第 １ め っ き 工 程 と 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン Ｒ １ 及 び 導 電 性 下 地 層 Ｍ に お け る 第 １ め っ き 層 ２ ５  
の 非 積 層 領 域 を 除 去 す る 第 １ 除 去 工 程 （ 除 去 す る 工 程 ） と 、 第 １ 除 去 す る 工 程 の 後 、 第 ２  
め っ き 液 中 に て 第 １ め っ き 層 ２ ５ に 電 気 め っ き す る こ と に よ り 、 第 ２ め っ き 層 ２ ７ を 形 成  
す る 第 ２ め っ き 工 程 と を 備 え る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ め っ き 液 が 、 ２ ５ ０ ０ 以 上 ８ ０ ０  
０ 以 下 の 数 平 均 分 子 量 を 有 す る ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル を 含 有 す る 。 第 ２ め っ き 工 程 で は  
、 配 線 １ ３ の 側 面 （ こ こ で は 第 ２ め っ き 層 ２ ７ の ２ つ の 側 面 ２ ７ ｂ 、 ２ ７ ｃ ） の 算 術 平 均  
粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ 以 上 ２ ． ０ 以 下 と な る よ う に 電 気 め っ き の 電 流 密 度 を 調 整 す る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
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【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 レ ジ ス ト パ タ ー ン Ｒ １ 底 部 の 導 電 性 下 地 層 Ｍ の 除 去 は 、 レ ジ ス ト パ タ ー ン Ｒ １ 剥 離 後 に  
露 出 す る 導 電 性 下 地 層 Ｍ を 、 第 １ め っ き 層 ２ ５ が マ ス ク の 役 目 を 果 た し エ ッ チ ン グ に よ り  
除 去 す る 。 こ れ に よ り 、 複 数 の 第 １ め っ き 層 ２ ５ が 電 気 的 に 分 離 さ れ る 。 こ の エ ッ チ ン グ  
に は 導 電 性 下 地 層 Ｍ を 形 成 す る 金 属 を 浸 食 す る エ ッ チ ン グ 液 が 使 用 さ れ る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 し か し 、 配 線 の 平 均 間 隔 が ３ ０ μ ｍ 以 下 で あ る 比 較 例 １ で は 、 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ２ ．  
０ を 超 え る と 、 大 き な 短 絡 が 発 生 す る こ と が 示 さ れ た 。 加 え て 、 配 線 の 平 均 間 隔 が ３ ０ μ  
ｍ 以 下 で あ る 比 較 例 ２ で は 、 算 術 平 均 粗 さ Ｒ ａ が ０ ． ０ ５ μ ｍ 未 満 で あ る と 、 短 絡 は 抑 制  
さ れ る も の の 、 密 着 性 に 劣 る こ と が 示 さ れ た 。
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